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1.平成21年度人文科教育学会研究発表会

第 l回研究発表会(平成21年 5月26日，筑波大学教育学系大会議室)

劉委君(筑波大学大学院 rr公学校用国語読本J(1923) における「徳Jに関する教材の

研究J

第2回研究発表会(平成21年6月26日，筑波大学教育学系小会議室)

李有珠(筑波大学大学院 r日本の小学校における韓国人児童の学溜言語能力 (CALP)向

上のための詩集研究一漢字誌に焦点を当てて-j

第 3回研究発表会(第47回人文科教育学会大会)

(平成21年 9月5日，於:筑波大学附属中学校)

酒井雅己(巣鴨中学校-高等学校)

「中学 1. 2年生における視写活動の年11，¥1指導実践-2年1M]の

視写活動を通しての成果と諜題-j

木村正幹(岐阜県立岐阜高等学校)

「作文カンファレンスの諜題と展望」

第4回研究発表会(平成21年10月29日，筑波大学教育学系大会議室)

草地史-(筑波大学大学院) rr東洋精神文化振興に関する決議Jを契機とした漢文教科内容

の変化-r三省堂.]i英文教科古:に着目して-j

高井太郎(筑波大学大学院) rr作文カンファレンスを!日し Eた指導法j研究ーナンシー・アト

ウェルの指導法における『教師の役割jに着目して-j

第 5回研究発表会(平成21年11月26日，筑波大学教育学系大会議室)

大津和仁(筑波大学大学院) rイギリスのドラマ教育における一考察ードロシー・へスカ y 卜

の指導法におけるティーチャー・イン・ロールに着目して-J

古関美郷(筑波大学大学院) r国語科入門期の学習に関する一考察一書く過程でのことばの

習得ーと教師のかかわりに焦点をあてて-J

第 6回研究発表会(第48回人文科教育学会大会)

(平成22年 2月6司，於:筑波大学附属中学校)

辻 尚宏(筑波大学大学院) I落合直文編集教科書から見る『文学上ノ趣味jの指示内容」

飯田和明(筑波大学附-属中学校)

「小砂丘忠義の綴方教育，その実際と現代への経路一生活綴方

教育生成期における教育の事実と変位-J
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2. r人文科教育研究j編集規定(平成 2年 9月8日制定)

1.本誌は，人文科教育学会の機関誌として，年一!自発行する。

2. 本誌は，原則として本会会員の論文等を掲載する O

3.本誌は，論文，翻訳，書評のほか，学会情報に関する記事も掲載する O

4.投稿原稿の掲載の可否は，編集委員会の選考によって決定する D

5.論文等の投稿に関する規定は，別に定める O

6.投稿原稿の形式・内容の変更・修正につき，編集委員会と執筆者との間で協議を行う場合

がある O

7.編集委員会に関する規定は，別に定める O

3. r人文科教育研究j編集委員会規定(平成 2年 9月8日制定)

1.編集委員会は，会員の中から総会において選出された若干名の委員によって構成する O

2.編集委員の任期は2年とする O 但し，再任を妨げない。

3.編集委員長は，編集委員の互選によって決定する O

4. r人文科教育研究J投稿規定(平成 2年 9月8日制定‘平成13年 9月8日改正司平成19年 9

月22日改正)

1.人文科教育学会の会員は，本誌に投稿することができる O

2.投稿原稿は，未発表のものに限る D

3.論文原稿は， A 4版用紙 l頁あたり横43字×縦35行で作成し，原則として12枚以内とする O

4.原稿の締め切りは 3月末日とする。

5.論文には邦文タイトルおよび欧文タイトルを付すものとする。

6.投稿にあたっては，原稿 3音1)，および MS-DOSテキストファイルに変換したフロッピー

l枚を送付するものとする。原稿およびフロッピーは原則として返還しない。

なお，原稿には邦文タイトルおよび欧文タイトルのみを明記し，著者名等，著者が特定で

きるような情報は記さないものとする O

7. 原稿には，氏名(ふりがな，および英語表記入所属，連絡先(電話番号も含む)，利用可

能な場合，ファックス番号，メールアドレスを明記した表紙を付して，人文科教育学会

(〒305-8572茨城県つくば市天王台1-1-1筑波大学教育学系人文料教育学会)に送付する

ものとする O

8.掲載された論文は，原則として，筑波大学電子図書館に登録するものとする O

5.人文科教育学会規約細則

日目和63年度第 l号 過去2年間会費を納入していない会員は 納入するまで機関誌などの配布

を受けられない。本紺l則は，昭和62年度と昭和63年度の 2年間の会費未納者から適用される O
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昭和63年度第 2号 会費を納入していない会員は，原知!として，納入するまで機関誌への投稿

ができない。

平成 2年度第 l号 人文科教育学会からの退会を希望するものは，その旨を人文科教育学会事

務局に申し出ることとする O なお，醤式については任意とする。本細則は，平成 3年度から

適用される O

{人文科教膏学会役員] (50昔}II夏)

顧 間 倉津栄吉 桑原 睦 高森邦明

外山滋比古 湊 吉正

iZbZE 、 長 塚田泰彦

事務局長 甲斐雄一郎

理 事 有 j畢俊太郎 甲斐雄一郎 )11 口幸宏

小 谷 悠 紀 子 首藤久義 J家出泰彦

常木正則 鳴島 甫

監 事 初谷和行

{平成21・22年度編集委員会] (50音}II貢.0は委員長)

0小川雅子・甲斐雄一郎・土谷}II員三部・高木まさき・寺井正憲・藤森裕治・材IJi事浩哉

{平成22年度学会運営}

内渉:李有 珠

編集:勘米良祐太

{執筆者] (執筆順)

外渉:古現玲

会計:勝田光

島村直己(国立国語研究所)・山下直(文部科学省)・木村正幹(岐阜県立岐阜高等学校)・長田

友紀(筑波大学)・石塚修(筑波大学)・古楓玲(筑波大学大学院)・李有珠(筑波大学大学

院)・勘米良祐太(筑波大学大学説)・勝田光(筑波大学大学院).劉長君(筑波大学大学院)・

飯田和明(筑波大学大学院・筑波大学附属中学校)
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